
謹んで新年のご挨拶を申し上げます

2011年は、東日本大震災という未曾有の出来事に日本自体が大きな転換期を迎えた年だ

ったといえますが、 CESにとっても、大きな転換期を迎えていると感じる 1年でした。

というのは、今までは、親御さんの入院に対して、メンバーで、あるお子さんのケアをス

テップが中心になっておこなってきましたし、それは年 1'""-'2回あるかないかのことでし

た。それが、昨年は、親御さんの入院もありましたが、それ以上にメンバーの入院が続き

ました。

それは必ずしも高齢化ということに直接原因があるわけではない場合もありましたが、

いずれにしろ、そういった医療的なケアを受ける機会が多くなるということは明らかです。

だからこそ、これからは、メンバーの健康維持・増進をあらゆる場面を通じて図るとと

もに、これまでのガイドヘルプ、体験宿泊・ショートステイ、グループ。ホームといった生

活支援をより充実させていく必要があると考えています。

また、日中活動についても、体力の低下にともない立ち仕事等が難しくなるとい う面も

ありますが、その一方で、仕事の充実が気力を養い体調にもよい影響を与えてくれるとい

うことも、日々の活動の中で実感しております。体力的な負荷があまりに高くなければ、

カラダを動かし、自分の役割をもち、他人の役に立っていると実感できることが、健康の

秘訣であると言われます。

今年は、ゆいまーるの改修工事が新年早々はじまりますが、リニューアルされたお居で、

メンバーが自分の持ち味をより 一層発揮して、活き活きと働き、地域のみなさんと楽しく

交流できることを目指していきたいと思います。

どうぞ CESのこの 1年の活動にご支援・ご協力をお願いいたします。

もぢっき&新年会は延期いたします

例年この新年号でご案内しておりました「もちつき&新年会Jですが、今年は改装工

事のため、ゆいまーるの厨房が使えませんので、ゆいまーるの改修工事が終わるまで

延期することにいたしました。

いつもおいでいただいているみなさまには申し訳ありませんが、どうぞご了承くださ

い。詳しいことが決まり次第、あらためてご案内いたします。

CES 
〒192-0072 東京都八王子南町5・13

ハ王子生活館 アート&クラフト

ゆい事ーる生活館 フーズ&エコロジー

自立生活体鵬室ステマτ チャレンジ&エンジョイ

'11~-"1ホ-úe'J It.館 スロー&エンジョイ

ゲI~-宮ホ-úe';:;'J館 スロー&工ンジョイ

TEL&FAX 042・624・8417 E-mail inf(場npoces.net



ポヲシデ4ry可~... ;募集v~&Ii1t;I 
CESでは、メンバーに対してよりきめの細か怠対応をするために、また、閉鎖的怠場におら怠いよう、

地域に開かれた風通しのよい場にしていくために、ボランティアさんを募集しています。

*下記いずれの場合も、交通費・入場料等の実費はこちらで負担いたします。

*詳しくは、電話 042ー627ー0665か info@npoces.netへお問い合わせください。

1/20・2/10(金)選択すlIL千ャ- n 1/27・2/17(金)自由レヴ
13 : 00生活館集合・ 16:00生活館解既日 12: 00生活館集合・ 16:00生活館解賞

美術、ダンス、タイコ、たいそうに分かれて jiカラオケ、ボウリング、プールに分かれて

活動しています。いっしょに楽しんでくださ ij活動しています。とくに、ボウリングにいっ

る方を募集しています。 jiしょに参加してくださる方を募集していま

;iす。

2/24(金)25(土)26(日)
手作品l作品展G)eft庖番 inイトーヨー拘ドー八王子庖

現地集合・現地解散で 10: 00-20 : 00 

10時"'20時の間で 、ご都合のよい時間帯 (2時間ほど)で結構ですので、お手伝

いをお願いします。

品物の紛失防止・補充そして商品説明が主な仕事です(レジはありません)。

お庖番が難しい場合は、ゆいまーるでパンやクッキーの袋詰めなどの仕事もあり

ますので、ぜひお問い合わせください。

前詫びし乞訂正い厄しを'if
2011年 11月発行(No，127)の表紙においてゆいまーるの仮庖舗の住所と電話番号

に誤りございましたので、お詫びして下記の通り訂正させていただきます。

(誤) 東京都八王子市南新町 5- 13 小)11ピノレ1階

二今 (正) 東京都八王子市南新町 14-3 小)11ハイツ 1階

(誤) TEL 042 -626 -229亘 斗 (正) TEL 042 -626 -229皇

*寄付・寄贈*どうもありがとうございました(敬称略・順不同)

三宅恒子 甲斐和子佐々木さきこ 小林秀雄蛇名吉男

八王子社会福祉協議会(歳末助け合い募金) 八王子市老人クラブ連合会

清水建設(株)八王子営業所所長高瀬谷尚也

ズデエ3ノプ“濯号白紙重美!i""のごと

|自立生活体験室ステップ活動報告

通信ではあまり紹介することがなかった宿泊体験のあれやこれや。

宿泊体験は主に平日の月~木に行っていま :

す。ケアを合わせて 5"'6名で “わいわい"

という日もあれば、ケアと 2人だけで過ごす ;

日もあります。みなさん宿泊体験室での過ご :

し方になれていてマイペースです。ここでの :

.体験がそれぞれの希望する暮らし方(ケアホ ;

:ーム?一人暮らし?それとも今までみんなが :

:思いつかなかった新たなスタイル?)を実現 i

iするステップになるとょいと思います。

16:30 薬会#タ茸〆ニュー決め

17:00 Jfl 吻へfil芳

17: 30 1iff)，設が厳重'tJ;彦。が;智。タ貸

手厳*tIlf 91;t，みNJa't手伝れます。

19:00 タ賞。λi'tfJa'e'二

-fiL-f'1Lのぐっろfタイム

23:00 ii!i:tT 

いってま正~ず I I 

ぷ戸J♂… 一一ー ・0 ・・・1・ー…・.....…・ .•. …- … ・…・・1

生活館が引っ越しをし、宿泊体験室が少し :

遠くなりました。このことを「よい運動にな j

;るね」と前向きにとらえています。ただ、泊 )

まりの準備(大きなかぱん)を持つての移動 :

;は大変そうにみえました。あるメンバーの方 ;

:がヰャグーノfヅグを利用し始めました。最初 i

はかぱんがひっくり返ったりしましたが、今 ;

はひき方も上手になりました。「海外旅行に ;

でかけるみたいJでちょっとかっこいい。

おすすめです。

「みんなのおなか周りが気になり

ますね」。入浴後かかさず体重計に

のっているメンバーもいます。ケ

アの方もなるべく野菜を多く取り

入れたメニューを考えてくれてい

ます(ちょっと前に話題になった

料理本も参考にしています)。そし

てダイエットには適度な運動も必

要です。腰痛予防も兼ねて、ケア

の方と楽しく腹筋、背筋運動をし

ている方もいます。実際に効果は

でていて「やせて素敵になったね」

という言葉に嬉しそう(?)0 r自分

もがんばってみよう」とみんなが

思ってくれるといいな。

7:00 i&tfo M.貸手筋

7:30 Ml舎。

片付/プ。法/Il.。続勝。

9: 10 1iff/tJ併g:A/B芳。

ß$lJ~ L Ja'llJ:ヨ/ご

fif ~fiflプ~L J: ヨ 。

ぐつろぎタイム/;1

ケアの方とおしゃべり、 トランプや

UNOをしながら過ごしています。“黒

ひげ危機一髪"が登場したこともあり

ました。編み物をする方もいます。も

ちろんゴロンとよこになってもいいで

す。でもやっぱりみんなテレビが好き

です。

2012年宣~-:3レぐd5'.t;;J2.フ形 J レまず

“次回通信"は・・・ステップの活動を支えてくれているケアの方のご紹介をします



ゆいまーる生活館の前で、毎 日、 バタバタと慌ただしく、ゆいまーるにパンを買い

に行くゆとりもなく、コーヒーを飲みに行く余裕もなく、ひたすら会計事務所の仕事

をしている。趣味は?と聞かれ、仕事と答える。そんな税理士の「加瀬」と申します。

NPO法人 CESでは、いつも土居さんに追い立てられなが ら、監事の役を務めさせ

て頂いております。

東 日本大震災については、皆さま、いろいろなことを感じ、考えていることと存じ

ます。この度、理事エッセーの当番が回って来たのを機に、私もこの大震災を考えて

みたいと 思い、とりとめのないお話し、 二つほど、筆を執らせて頂きます。

1 0月の初めに、宮城県の気仙沼を訪問する機会がありました。まずはそのときの

ことからお話しをさせて頂きます。

気仙沼港で、パスから降り立った時、一緒に行った仲間一向、呆然とただ立ちすくむ

ばかりでした。なんにも無い。本当にみんな流されて、なんにも有りませんでした。

そして、海からはるかに離れた、なんでこんなところにという場所に、大きな船が

ある。信じられない光景でした。

衝撃的なことばかりでしたが、いちばん印象深く残っていることは、案内をして頂

いた地元の方々の言葉です。「甘く見ていたJrたいしたことはないと思っていたJr油
断していたJrこうなることが解っていたら ・・・ Jまさに後悔の言葉の連続でした。

自然を克服しているなんて大まちがい。人の倣慢さが作り出した人災か。いつの頃

からか、私たちは、自然とうまく付き合う術を忘れてしまっているのではないでしょ

うか。 日本列島がたいへん厳しい自然環境にあることを、あらためて納得させられ、

自然の中における人のあり方について、つくづく考えさせられた気仙沼の一 日でした。

ところで、私は、最近まで、資本主義と自由主義が、そろそろ賞味期限が来ている

のかなと思っていました。突然の話しの展開、申し訳ありません。実は、東 日本大震

災がこの賞味期限を伸ばしてくれるのではないかと密かな期待を抱いております。

競争の名のもと、自分の利益になることばかり追求し、思想・言論の自由の名のも

と、自分の権利ばかり 主張する人の多い社会は、いずれ崩壊する。

今の日本は、ほとんど、この状況にあるのではないで、しょうか。自分のことしか考

えていない人が多すぎます。 「もうだめかなJと思っていました。 しかし、大震災を

きっかけに、誰もが「助け合いJや「思いやり」を意識するようになったような気が

しています。震災前とは比べものにならない数多くの人が、この意識に気付き、活動

を始めています。

人は、「競争Jだけでなく、「助け合しリや「思いやり j を手に入れたからこそ、今

があるのではないでしょうか。「支え合う Jことこそが、人の人たる所以である。 こ

の大震災は、本当に大切なことは何かを、私たちに知らせてくれたと思っています。

話しがクドクドと長くなって申し訳ありません。年を重ねると、しつこさが増しま

す。お許しください。もし最後までお読み頂ければ、 幸いです。今後ともよろしくお

願いいたします。
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に12月にはきりん館ときらり館のメンバー

とで、春に続いて 2度目の合同外出がで

きました。とても楽しく過ごせてよかっ

たです。新年もよろしくお願いします!

加瀬明彦監事東日本大震災を考える。

理事リレーエッセイ⑨
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それぞれに選びました。
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希護者で年議状を作成したと ζ ろ素晴らしかったので、一
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何舎
生活館アトリ工展=ぬくぬく展は、移転した新しい生活
館の場所を、いろいろな方勺に認知していただきたい!
メンバーのみなさんの仕事ぶりをまるとと見ていただき
たい!という思いで開催を計画しました。
でも、いざ開催目前になると、私たちスタ'yフの中でい
ろいろな不安がふくらんできました。・・大勢のお客様が
いらっしゃる中で、果たしていつも通り落ち着いて仕事
ができるかしら?・・/)¥だんと違う雰囲気に、興奮した
り、調子をくすしてしまったりしないかしら?・

顕職!
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今回は、はじめてのオリンパスホールです。生活館は、出庖もしますのでぜひおいでください。

そして OPEN!
メンバーのみなさんは、少し緊張ぎみながら、次々に
見えるお客様の質問に快く答えてくれたり、自分の作
品をアピールしたり、とても落ぢ着いていました。
そのときの表情は、自信に満ぢて、うれしそうでした。
お客機の方は、「こんなに織機があるのを初めて見ま

したjと感激されたり、「織物ってこんなに細かい仕事
なの?J rみなさん、とても集中してやってらっしゃい
ますねえJと感心されたり、楽しそうにゆっくりくつ
ろいでいかれる方が多かったです。そして、展示され
ている作晶もじっくり見てくださっていました。
会場内には、まさに fぬくぬくJな時闘が流れていた
気がします。
おいでくださった皆様、ほんとうにありがとうござい
ました。

工房が通りに面してガラス張りであることで、通り
がかりの方にもたくさんおいでいただけました。
この立地のよさを生かして、合後は常設で展示スペ
ースを残し、いつでも気軽!こ立ぢ寄っていただける
アトリ工&ミニギャラリー・シヨ汐ブとして、この衝
で定着していけたら、と思っております。
合後ともよろしくお願いいたします。

綾子

YASTJT.&闘?さんだ瞬、炉開 同11C時期に予定していたのですが、あの3. 1 1で残念ながら中止となっ

てしまいまtたd 母震とぞずベンジ! どうぞ楽しみに!
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<今後の予定>

* 1/21に予定していた「もちつき&新年会」は、 3月(ゆいまーるの改修完成時)に延期します。
がつ がつ

1月の予定 2月の予定

日
毛~.;1~同研r同 ;E・1

水 じ自ゅ由う
牟差益輝(美純益輝)'/，'， l事

p~ 

2 月 挙菜る鴻誌}長よう 2 I木 じ自ゅ由う

3 火 .f! "L..! ". ，，-N- I.o~~"~' ...:tt;~司山 a 出可 3 金 じ自ゅ由う

4 水
訓 -弘 t ル b司~ l.'，. ~ ~勺..札F Hf:、J

4 土~，\ ~ 司 F、~~I~向込、jl'.;:征 ~. 
R ヨit" 四盈:' ~-i: '..~_~l，. ~1I~}r.圃

5 木 じ自ゅ由う 5 日 面市民園、軒町"，~'L~~i・ LM。Jr-tJJふE7宅ιAヨEB;R54・LZlF 』p叩'I'''''~
ド-:f1.-， ~rr.~~ 

6 金 じ自ゅ由う *諮誌面午後室誌、ミーティング 6 月 じ自ゅ由う

7 土 .; rt".，，'" ゆいまーる誌重う 7 火 じ自ゅ由う

8 日 ‘;~ 
-..J~~・

8 水 じ自ゅ由う
-.. :.・.，

9 月 t A‘ せ成い人じんの日ひ ... 9 木 じ自ゅ由う

101火 じ自ゅ由う 10j金 じ自ゅ由う
*給料日午後選択カルチャー

11 I ]j( じ自ゅ由う 手径道道(芙持益首) 11 土 伊・ F
建けん国こく記きね念ん日ぴ

12 I木 じ自ゅ由う
. .~ !"TIIt . ・I

h与品点 I .' 

13 !金 c自ゅ由う 13;月 じ自ゅ由う

14 !土 ふれあ愛いコンサート 2 14;火 自由

15j日
吋

日;;l!''.l.''C'J'fc.ui
じ自ゅ由う、 二泊

目

じ自ゅ由う 16 I木 じ自ゅ由う

17!火 じ自ゅ由う 17!金
由外々い食しょく

手径国首レク
.側一

18;水 じ自ゅ由う 18 I土
主Bニ・ ..-C-ot¥."I司..1.:'

a4 1ah 

19 I木 じ自ゅ由う 19j日 i寸〉aFidFf掛令J工E旨五Ff五J‘~"If，\r ・予
同 eを

，.'， 
I.Y戸~噌c!i'l':: ti "む

20 !金 じ自ゅ由う
午後選択カルチャー

じ自ゅ由う

21 土
担.:r"''';:'者..ソJ:"'I..-...!.!~{;b 

21 火 じ自ゅ由う

22 I日 ミ・Jミダ耐:匂dぷsffJJLJ・'7 _~ ......¥..1 22;水 じ自ゅ由う

23 t月 じ自ゅ由う 23 I木 じ自ゅ由う

24;火 じ自ゅ由う 24 !金 じ自ゅ由う手てづ作〈さ作〈ひ品んて展ん はちおうじて底ん
り (イトーヨーカド一八王子 ) 

25 水 じ自ゅ由う 25;土
t円'晶日:" "."".ι『 At」EkLET 

26j木 じ自ゅ由う 民.'百司九、t岨 J匹・ d縄M ‘ 司F4£A ，FaEJ J， t F dL 司r.>-叫之~、F 尻~ ~: ~ 本~ー~r~(屯
a下 、V晶T、~曹・ 、

27 !金 外食 宇佐旨九五レク 27 !月 じ自ゅ由う

28 !土 やi ‘
~ 

28j火 じ自ゅ由う

主.，...，，~，点V(~告抗示、日

』喝F、-咽開 、 町 - ; ..; 量
29 I水 じ自ゅ由う

じ自ゅ由う

31 水 じ自ゅ由う

ゆいまーるは 12月 13日をもちまして一時閉居と なり、 4月までの仮営業のため、ご近所の

小)11ハイ ツに引越しをすることになりました。

パン屋さんの引越しは大変です。パン屋で、使っている厨房設備はどれも

非常に重く素人ではとても運ぶことはできません。

パンを焼く釜(なんと重さは一トン近くあるそうです!)が運ばれるとき

の様子は圧巻でまさにプロの仕事という感じでした。

ゆいまーるができたときの八幡町から南新町への引越しもそうだったそ

うですが、今回の引越しも厨房設備は、横浜の櫛津電機さんにお願いいた

しました。その他の荷物については、大きいものは結の会にトラックをお

借りして、小さなものは、メンバーやスタッフが歩いて運びました。小川

ノ¥イツへの引越しはみんなの協力もあり、とても順調に進みました。

だんだん空っぽになっていくゆいまーるをみているとなんだか寂しい気持ちにもなりました。

パンを作っているときは忙しくてメンバーと一緒にゆっくりご飯を食べることもなかなかで

きませんでしたが、引越し中の今は、大きなテーブルをみんなで囲み、食事はもちろんとてもリ

ラックスした楽しい時間を過ごしています。

引越し先の小)11ハイツですが、工房は今までよりも広くなり、作業

はしやすくなりそうです。惜しむらくは、改装中レンタルしたパンの

釜は今よりも小型で、蒸気が出ませんので、今までどおりのパンの種類

と量を焼くのは難しくなります。

ただ、パンを作ることも大切ですが、 4月の新装開庄にむけてこの 3

ヶ月はいろいろなことを見つめなおすいい時期だと思います。

仕事のこと、新しくなるお屈のこと、今まで忙しさにかまけてその

ままにしていたこと(パソコンの勉強とか(笑))0 4月までの 3ヶ月間

はきっとあっという聞に経ってしまうと思いますが、みんなで話し合

ってメンバーもスタッフも心機一転頑張っていければいいなと思います。(工房 :光永幹雄)

~te;:うしいゆい参ーるをお楽しおIζ(一)v

おまけショット)>

蓋の移動を手伝う

事務局長(左)



過ご為る lls1 BIN/ 12131 
振り返ると 2011年も「あれもこれも」と色々なことがありました。

3月の東日本大震災によるさまざまな影響は、メンバーに動揺や混乱を来たし、スタッフも防

災への対策や環境作りについてあらためて考えさせられました。また、生活館では企画していた

ギャラリー展「さいた・さいた展」を延期することになり「仕方がない・.Jと思いながらも、

メンバー・スタッフ共に力を入れていた分残念でしたが、秋の工房展「ぬくぬく展」は、それを

バネにして、みんなが一丸となり沢山の方々にご、来場いただき大成功を収めることができました。

また、ゆいまーるは、今年 12周年を迎えました。ちょうど干支を一回りした区切りのよい年月

を最後に新年より改装を始め、新しく生まれ変わります

2011年は、毎日がただ緩やかに過ぎて行く一年ではありませんでしたが、メンバーの笑顔がこ

こにあることは、毎日の励みとなっていました。

地域の方々、ボランティアの方々、いつもお力添えを下さる全ての皆さん。 2011年は大変お世

話になりました。

新しい一年が始まります。良い年でありますように・ .2012年もよろしくお願い致します。

12月の最初の金曜日に冬季の賞与が支給されました。帰りのミーティングで一人ひとりに「賞

与」と害かれた白い封筒が手渡され、受け取るメンバーさん達は、ほんわか・-うふるい・と、

笑顔に変わってゆきました。ボーナスは、メンバーの毎日の仕事の成果ですが、支給をすること

が出来たスタッフ側にとっても、とても嬉しい成果です。

ボーナスで「好きな00を買ったんだよJr家族にプレゼントをしたのJといったメンバーの嬉

しそうな報告を受けるスタッフは、ほんわか・・うふるい・と、笑顔に変わります。

皆さん、毎日お仕事お疲れ様です。これからも、よろしくお願いしますね!

毎年恒例のクリスマス会は、はじめて生活館のお向かいにあるライブ、ハウス・レストラン「シ

ネマ・クラブ」の 2階「鹿鳴館j で行われました。広いお座敷に、二列に長~く並んだ座卓を、

メンバー・ボランティアさん・スタッフ総勢 47人が囲んで座り、ランチとカラオケを楽しみなが

ら、歌え、踊れの大宴会となりました。

とくに、ゆいま-るのスタッフ 3人で組むフラダンス・ユニット「しじみーズJの出し物やボラ

ンティアさん達が壇上に集まって歌いはじめた「きよしこの夜Jが、いつの間にか会場全員での

大合唱になっていく様子はとても素敵でした。プレゼント交換も、 300円程のお菓子というルー

ルはありましたが、どんなお菓子が当るのかちょっとワクワク? そして、スタッフが扮するサ

ンタクロースには、みんなが「わっ!Jと大喜びでした。今年は、仕事納めの日ではありません

でしたが、気持ちの上では 1年を締めくくるにふさわしい会となりました。

八王子生活館スタッフ 川中道子
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